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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第12期
第１四半期
連結累計期間

第13期
第１四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 平成25年５月１日
至 平成25年７月31日

自 平成26年５月１日
至 平成26年７月31日

自 平成25年５月１日
至 平成26年４月30日

売上高 (百万円) 1,529 1,670 6,457

経常利益 (百万円) 17 51 295

四半期(当期)純利益 (百万円) 16 30 172

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 16 30 172

純資産額 (百万円) 1,109 1,275 1,266

総資産額 (百万円) 2,055 2,325 2,293

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 13.76 26.19 145.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 13.66 26.06 144.96

自己資本比率 (％) 54.0 54.8 55.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間は、政府の景気対策や日本銀行の金融施策を背景に企業収益の改善や雇用情勢の持ち

直しなど、全体として緩やかな回復基調が続いておりますが、消費税増税の影響や海外景気の下振れリスクもあ

り、先行き不透明な状況となっております。

　また、当社グループが事業を展開する美容サロン業界におきましても、依然として店舗間の競争が激しく、さら

に消費税増税後の反動減からの回復が遅れるなど厳しい状況が続いております。

そのような状況下、当社グループでは引き続き新規顧客の獲得や既存ユーザの利用率向上に向けて各種プロモー

ション活動の実施、商品ラインナップ強化などの物販事業強化の各施策に加えて、その他周辺ソリューション事業

においてはサービスの強化など各種取組を実施いたしました。

以上の結果、平成26年７月末時点のアクティブユーザ（過去1年間に１回以上購入したユーザ）は68,970口座（前

年同期比12,701口座増）に伸長し、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,670,008千円（前年同期比9.2％

増）となりました。

一方、前連結会計年度におきましては円安の影響や中古商品売上高の減少等により売上総利益率は低下いたしま

したが、オリジナルブランド商品の投入や価格改定等の各種取り組みに努めた結果、売上総利益率も改善傾向にあ

ることから、当第１四半期連結累計期間における売上総利益は585,981千円（前年同期比13.0％増）となりました。

　また、イベントへの出展やカタログ発刊を始めとして積極的なプロモーション施策を実施しつつも販売費及び一

般管理費を抑制した結果、営業利益51,377千円（前年同期比106.1％増）、経常利益51,495千円（前年同期比

188.1％増）、四半期純利益30,960千円（前年同期比90.3％増）となりました。

 
セグメント別の業績は次のとおりであります。

①物販事業

物販事業においては、インターネット通販サイト「BEAUTY GARAGE Online Shop」、主要都市10ヶ所のショールー

ム、カタログ通販誌「BG STYLE」を通して、理美容機器や化粧品・消耗品等のプロ向け美容商材を全国のビュー

ティサロンに提供しております。

　消費税増税の影響もあったものの、物販事業全体の売上高は堅調に伸長いたしました。中でも「BEAUTY GARAGE

Online Shop」経由の売上高につきましては、前年同期比24.8％増と伸長し続けており、またその売上高が全体の半

分以上を占めていることから当社の最も重要な販売経路と位置付け、継続的な利便性向上に努めております。　

 　商品別でみるとストック型収益商材である化粧品や消耗品の売上高は前年同期比42.9%増と大幅に伸長してお

り、当社の基本戦略である「フロー＆ストック型収益構造への転換」は堅調に進捗しております。

平成26年５月には美容業界最大のイベントである「BEAUTY WORLD JAPAN 2014」(開催地：東京）への出展やカタ

ログ通販誌「BG STYLE」の最新刊を発行するなど、積極的な販売促進活動を実施いたしました。

この結果、当事業の売上高は1,370,129千円（前年同期比16.6％増）、セグメント利益は93,627千円（前年同期比

27.5％増）となりました。
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②店舗設計事業　

店舗設計事業におきましては、連結子会社である株式会社タフデザインプロダクトにより店舗設計・工事施工監

理を提供しております。平成26年５月には東京・金沢・福岡・大阪に続き５拠点目となる名古屋支店を開設し、

サービス提供エリアを拡大いたしました。

デザイナーの増員や積極的な営業活動を行い新規顧客の開拓に努めましたが、消費税増税前の駆け込み需要の反

動による影響により新規開店案件が一時的に大きく減少し、当事業の売上高は231,350千円（前年同期比21.6％

減）、セグメント利益は299千円（前年同期比97.1％減）となりました。

　

③その他周辺ソリューション事業

その他周辺ソリューション事業におきましては、ビューティサロンの開業と経営に必要なサポートとして居抜き

物件仲介サービスや集客支援サービス、e-ラーニングサービス等の各種ソリューションサービスを、各専門イン

ターネットサイトと全国主要都市10ヶ所のショールームを通して提供しております。

セミナー・講習会のサービスメニューの強化や不動産仲介サービスの「サロン不動産net」サイトをリニューアル

オープンするなど、継続的な利便性向上につとめております。

この結果、当事業の売上高は68,527千円（前年同期比14.7％増）、セグメント利益は6,234千円（前年同四半期は

セグメント損失7,409千円）となっております。
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(2) 財政状態の分析

 (流動資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.7％増加し、2,065,715千円とな

りました。これは、主に売掛金の減少41,931千円があったものの、商品の増加31,726千円、仕掛品の増加20,373千

円及び現金及び預金の増加5,667千円があったことによるものであります。

 

 (固定資産)

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べて7.3％増加し、259,854千円となり

ました。これは、主に投資その他の資産の増加12,743千円及び有形固定資産の増加6,127千円によるものでありま

す。

 

 (流動負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.6％減少し、876,130千円となり

ました。これは、主に1年内返済予定の長期借入金の増加41,244千円及び賞与引当金の増加29,443千円があったも

のの、買掛金の減少71,461千円及び未払法人税等の減少21,628千円があったことによるものであります。

 

 (固定負債)

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べて27.2％増加し、173,516千円とな

りました。これは、主に長期借入金の増加33,710千円によるものであります。

 

 (純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて0.8％増加し、1,275,922千円となり

ました。これは、主に配当金の支払に伴い利益剰余金の減少21,276千円があったものの、当四半期純利益の計上に

伴い利益剰余金の増加30,960千円があったことによるものであります。

 
 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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(4) 生産、受注及び販売の実績

① 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

店舗設計事業 207,334 △20.5
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．金額は製造原価によっております。

 

② 仕入実績

当第１四半期連結累計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

物販事業 896,892 +8.5

その他周辺ソリューション事業 25,407 +3.1

合計 922,300 +8.4
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．金額は仕入価格によっております。

 

③ 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

店舗設計事業 476,437 +91.2 343,636 +265.9
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

④ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円)

前年同四半期比(％)

 区分
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間

物販事業 1,175,122 1,370,129 +16.6

 理美容機器 904,391 983,132 +8.7

 化粧品等 270,731 386,997 +42.9

店舗設計事業 295,019 231,350 △21.6

その他周辺ソリューション事業 59,757 68,527 +14.7

合計 1,529,899 1,670,008 +9.2
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,232,000

計 4,232,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年９月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,182,000 1,192,400
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株
であります。

計 1,182,000 1,192,400 ― ―
 

（注）新株予約権の行使により提出日現在の発行済株式が10,400株増加しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりです。

決議年月日 平成26年６月９日

新株予約権の数（個） 787（注）２

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 78,700（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円）  2,080（注）３

新株予約権の行使期間 自　平成27年８月１日　至　平成31年７月15日

新株予約権の行使により株式を発行する
場合の株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　2,080円
資本組入額　1,040円

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付
に関する事項

―
 

(注) １．本新株予約権は新株予約権１個につき300円で有償発行しております。

２．新株予約権の目的となる株式の数　

　　　　 　本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以下同じ。）または株式

併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、本新株予約権のうち、当

該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未

満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これらの

場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるもの

とする。
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３．新株予約権の行使時の払込金額

　　　本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、１株あたりの払込金額（以下、「行使価額」とい

う。）に、付与株式数を乗じた金額とする。

行使価額は、金2,080円とする。

なお、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調

整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。
　

   調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
 

　　　また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株

式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己

株式の移転の場合を除く。）、 次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げ

る。また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己

株式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自

己株式の移転の場合を除く。）、 次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上

げる。

     既発行
株式数

＋ 新規発行
株式数

×１株あたり
払込金額

 調整後
行使価額

＝調整前
行使価額

× 新規発行前の１株あたりの時価

 既発行株式数 ＋ 新規発行株式数
 

　　　なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式

にかかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、「新

規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他

これらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調

整を行うことができるものとする。

４．新株予約権の行使の条件

　　①新株予約権者は、平成27年４月期乃至平成29年４月期の経常利益（当社の有価証券報告書に記載される連

結損益計算書（連結損益計算書を作成していない場合、損益計算書）における経常利益をいい、以下同様

とする。）が下記（a）または（b）に掲げる各金額を超過した場合、各新株予約権者に割り当てられた新

株予約権のうち、それぞれ定められた割合（以下、「行使可能割合」という。）の個数を当該経常利益の

水準を最初に充たした期の有価証券報告書の提出日の翌月1 日から権利行使期間の末日までに行使するこ

とができる。

（a）平成27年4月期または平成28年４月期の経常利益が470百万円を超過している場合　

　　　行使可能割合: 50％

（b）平成29年４月期の経常利益が700百万円を超過している場合　

　　　行使可能割合: 100％

　　②新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社または当社子会社の取締役、監査役または従

業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会

が認めた場合は、この限りではない。

　　③新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

　　④本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することとな

るときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

　　⑤各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

　　⑥新株予約権者が、当社の就業規則に定める降格以上の懲戒処分を受けた場合、当該処分以降は、新株予約

権を行使することができない。

５．新株予約権の譲渡に関する事項

　　　譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認を要するものとする。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年７月31日 ― 1,182,000 ― 262,320 ― 213,587
 

（注）平成26年８月1日から平成26年９月12日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式数が10,400株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ5,850千円増加しております。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,181,700
11,817

単元株式数は100株であります。権利
内容に何ら限定のない当社における標
準となる株式であります。

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 1,182,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,817 ―
 

（注）当第１四半期会計期末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成26年４月30日）に基づく株主名簿の記載をしております。

 
② 【自己株式等】

平成26年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注) 単元未満株式の買取請求により、当第１四半期会計期間において47株の自己株式を取得しております。その結

果、平成26年７月31日現在の自己株式数は47株となっております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年５月１日から平成

26年７月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年５月１日から平成26年７月31日まで)の四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 551,261 556,929

  売掛金 436,759 394,828

  商品 805,551 837,277

  仕掛品 8,535 28,908

  その他 255,077 253,484

  貸倒引当金 △6,364 △5,712

  流動資産合計 2,050,820 2,065,715

 固定資産   

  有形固定資産 69,487 75,615

  無形固定資産   

   のれん 529 -

   ソフトウエア 40,079 39,335

   その他 116 116

   無形固定資産合計 40,725 39,451

  投資その他の資産 132,044 144,788

  固定資産合計 242,258 259,854

 資産合計 2,293,078 2,325,569

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 411,500 340,038

  1年内返済予定の長期借入金 60,208 101,452

  未払法人税等 52,465 30,836

  賞与引当金 23,880 53,324

  製品保証引当金 9,792 13,792

  受注損失引当金 350 912

  その他 332,223 335,773

  流動負債合計 890,420 876,130

 固定負債   

  長期借入金 69,352 103,062

  ポイント引当金 27,705 29,108

  資産除去債務 23,945 23,992

  その他 15,363 17,353

  固定負債合計 136,366 173,516

 負債合計 1,026,786 1,049,647

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 262,320 262,320

  資本剰余金 213,587 213,587

  利益剰余金 789,621 799,306

  自己株式 - △106

  株主資本合計 1,265,528 1,275,106

 新株予約権 - 236

 少数株主持分 763 580

 純資産合計 1,266,291 1,275,922

負債純資産合計 2,293,078 2,325,569
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年７月31日)

売上高 1,529,899 1,670,008

売上原価 1,011,277 1,084,026

売上総利益 518,622 585,981

販売費及び一般管理費 493,689 534,604

営業利益 24,932 51,377

営業外収益   

 受取利息及び配当金 8 1

 償却債権取立益 - 1,000

 その他 506 911

 営業外収益合計 515 1,913

営業外費用   

 支払利息 347 353

 為替差損 6,846 1,033

 その他 380 409

 営業外費用合計 7,573 1,795

経常利益 17,874 51,495

特別損失   

 本社移転費用 4,300 -

 特別損失合計 4,300 -

税金等調整前四半期純利益 13,573 51,495

法人税、住民税及び事業税 7,451 31,094

法人税等調整額 △10,143 △10,377

法人税等合計 △2,691 20,717

少数株主損益調整前四半期純利益 16,265 30,777

少数株主損失（△） - △182

四半期純利益 16,265 30,960
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 16,265 30,777

四半期包括利益 16,265 30,777

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 16,265 30,960

 少数株主に係る四半期包括利益 - △182
 

EDINET提出書類

株式会社ビューティガレージ(E27215)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
　 前第１四半期連結累計期間

(自 平成25年５月１日
至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
至 平成26年７月31日)

減価償却費 10,289千円 7,339千円

のれんの償却額 529 〃 529 〃
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月26日
定時株主総会

普通株式 23,640 20.00 平成25年４月30日 平成25年７月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年５月１日 至 平成26年７月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月25日
定時株主総会

普通株式 21,276 18.00 平成26年４月30日 平成26年７月28日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第１四半期連結累計期間(自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 物販事業 店舗設計事業
その他周辺ソ
リューション
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,175,122 295,019 59,757 1,529,899 ― 1,529,899

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

7,144 28,688 680 36,514 △36,514 ―

計 1,182,267 323,708 60,438 1,566,413 △36,514 1,529,899

セグメント利益又は損失（△） 73,458 10,395 △7,409 76,444 △51,511 24,932
 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△51,511千円には、セグメント間取引消去4,230千円、未実現利益の
調整額△457千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△55,285千円が含まれております。全社費用
は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

   当第１四半期連結累計期間(自 平成26年５月１日 至 平成26年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 物販事業 店舗設計事業
その他周辺ソ
リューション
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,370,129 231,350 68,527 1,670,008 ― 1,670,008

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

3,601 17,191 207 21,000 △21,000 ―

計 1,373,730 248,541 68,735 1,691,008 △21,000 1,670,008

セグメント利益 93,627 299 6,234 100,162 △48,784 51,377
 

（注）１．セグメント利益の調整額△48,784千円には、セグメント間取引消去3,590千円、未実現利益の調整額521千
円、各報告セグメントに配分していない全社費用△52,897千円が含まれております。全社費用は、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
至 平成26年７月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 13.76 円 26.19 円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 16,265 30,960

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 16,265 30,960

普通株式の期中平均株式数(株) 1,182,000 1,181,981

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13.66 円 26.06 円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 9,129 5,995

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

―

平成26年６月９日開催取
締役会決議による新株予
約権。（新株予約権の個
数787個）
この概要は、「第３ 提出
会社の状況 １ 株式等の
状況 (2) 新株予約権等の
状況」に記載のとおりで
あります。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成26年９月12日
 

 

株式会社 ビューティガレージ

取   締   役   会 御中
 

 

 

有限責任監査法人 トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   片   岡   久   依   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   淡   島   國   和   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビュー

ティガレージの平成26年５月１日から平成27年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年５月１

日から平成26年７月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年５月１日から平成26年７月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビューティガレージ及び連結子会社の平成26年７月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社ビューティガレージ(E27215)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

